


 





★ 定積分再考（「不定積分主義」に依らない積分法の導入） 
定積分の定義 

区間 a, b¥ ¦で連続である関数f(x)があって，この区間をn等分したときの分点を

axx 0, x 1, x 2, …, xnxbとしたとき， 
bR

a
f(x)dxxlim
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n

P
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f(xk)⊿xÃ Ä  （ただし，⊿xx

bPa
n
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である．この等式は，右辺の極限で左辺の定積分を定義したもので，この時点では，定積分は微分法

とは何の関係もない概念である． 
図のようなグラフをもつ関数f(x)では， 

bR
a
f(x)dxxS 1O(PS 2)xS 1PS 2  

となる．（S 1, S 2 は面積） 
 
 
 
 
微分法との関係 

 さて，
bR

a
f(x)dxxf(c) bPa£ ¤が成り立つようなcがaとbの間に少なくとも 1 つ存在するので，

F (x)x
xR

a
f(t)dtとおくと， 

F (xOh)PF (x)x
xOhR

a
f(t)dtP

xR
a
f(t)dtx

xOhR
x

f(t)dtxf(c)h  

となるcがxとxOhの間に存在する．両辺をhで割って， 
F (xOh)PF (x)

h xf(c)． 

h!0のときc!xであるから，f(c)!f(x)となり，したがって， 

F ´(x)xlim
h!0

F (xOh)PF (x)
h xf(x)． 

すなわち，F (x)x
xR

a
f(t)dtはf(x)の原始関数である． 

よって，f(x)の原始関数の 1 つをG(x)とすると， 
xR

a
f(t)dtxG(x)OC  

となり，xxaとしてCxPG(a)が得られるので，xxbとして 
bR

a
f(t)dtxG(b)OCxG(b)PG(a)． 

変数をtからxにかえて，〔定積分は積分変数の文字に依らない〕 
bR

a
f(x)dxxG(b)PG(a)． 

〔下線部分は積分の平均値の定理）〕 


